
 
 

 「飯田川ギャラリー」も、クリスマスです！
 

潟上市立飯田川小学校　学校報 17号 

　　 
        

水 明 

　　　　　　　　　　令和６年12月12日 
　＜学校教育目標＞ 
　　よりよく生きる　～ 夢　笑顔　学ぶ瞳 ～ 
◆夢に向かって努力する子ども 
◆思いやりの心をもち、明るい挨拶ができる子ども
◆自分の考えをもち、伝え合うことができる子ども

 

ＰＴＡ授業参観、学校保健委員会、各部会へのご参加、ありがとうございました！ 
 

　 ６日（金）のPTA授業参観等に、多数お出でいただきありがとうございました。授業参観では、子ども
たちの様々なやりとりが見られたことと思います。ICTを活用しながら、各教科等の学びを深めています。
学習も一人で考える時間も設定していますが、友達の考えを聞きながら、「対話」を通して、学びを深めて
います。大人もそうですが、一人で考えて煮詰まることがあっても、人と話すことにより、自分の考えが整
理されたり、新たなアイデアが出てきたりと、よりよいものへ変化していきます。 
　今後も様々な人との関わりの中で、対話を大事にしながら学習を進めていきたいと思います。 
　 

 12/4（水）３年生「絵手紙に挑戦！」～素敵な作品ができました～ 
　３年生は、総合的な学習の時間「いいとこいっぱい飯田川」で、地域のよさを知る学習をしています。そ
の中で、地域で絵手紙を教えてくださっている先生を招いて、「ピーマン」を題材に、絵手紙に挑戦しまし
た。はじめてとは思えないほど、自分の思いが表れた作品に仕上がりました。指導者の方々も驚いておりま
した。そして、指導者の方から「話をしっかり聞いて、言われたことをきちんと理解してやれる3年生に驚
きました。本当に素晴らしい子どもたちで、たくさんの元気をもらうことができました。」と笑顔で帰られ
ました。お客さまが、気持ちよく帰る姿を見ると、こちらまでうれしくなりました。 

 
 
 
 

 



 

 11/19～22日　４年生総合的な学習「大豆の加工品づくり体験」　  
 
　 ４年生は、６月に大豆を使って味噌を造り、今回は加工品づくりに挑戦しました。講師として、その道の
プロである〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さんから、たくさん教えていただきました。大豆を使って、普段スーパ
ーなどで売っている納豆、豆腐や豆乳プリンを手作りしました。こうした体験は、なかなかできないものな
ので、子どもたちも興奮気味でした。 
 子どもたちは「えー納豆ってつくれるんだ。」「校長先生、豆乳プリンがすごくうまくできたから食べにき
てください。」「味噌って、おいしかったよ。お湯入れただけで味噌汁になった。」など、体験したから分か
る思いがあふれ出ていました。笑顔いっぱいの学習でした。 
　※私もお味噌、豆乳プリンをいただきましたが、とてもおいしかったです。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 11/26（火）5年校外学習　「さきがけ印刷センター」「NHK放送局」 
 　

　社会科の学習で、テレビやインタ
ーネット、新聞やラジオなどのマス
メディアはどのように情報を伝えて
いるかを調べに、出かけました。実
際に、新聞が印刷される場面やNH
K放送局の様子を見学して、学ぶこ
とがたくさんあった5年生です。こ
こでの体験をさらに学習に生かして
ほしいと思います。

 11/27（水）12/９（月）家庭科の助っ人、ミシンの先生！ 

～飯田川地区婦人会の皆さんから教えていただきました～ 
　 家庭科の学習で、６年生は「トートバック」、5年生は「エプロン」を製作中です。ミシンの使い方等を
丁寧に教えていただきました。時間内で全員が完成し、子どもたちはとても喜んでいました。また、ミシン
を教えていただきながら、地域の方といろんなお話をする声も聞こえてきて、温かい交流の場となりました。
婦人会の皆様の手厚い指導に、本当に感謝いたします。 

「お礼のセレモニー」 
                                   「5年生のエプロンづくり」        「６年生のトートバッグづくり」 



 
 　

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 　
 
 
 
 
 

第87回秋田書道展      

【条幅の部】  
  三等 ５年　〇〇　〇〇さん
 

６年　〇〇　〇〇さん
 
【半紙の部】  

一等 ５年  〇〇　〇〇さん 二等 ５年　〇〇　〇〇さん 三等 １年　〇〇　〇〇さん 
６年　〇〇　〇〇さん ２年　〇〇　〇〇さん 

３年　〇〇　〇〇さん 
 　　  〇〇　〇〇さん 
４年　〇〇　〇〇さん 
５年　〇〇　〇〇さん 
　　　〇〇　〇〇さん 
　　　〇〇　〇〇さん

 
 
 

◆令和６年度東北少年少女 
レスリング選手権大会◆（12/8） 
小学３～４年男子の部＋46㎏級   
第3位　〇〇　〇〇さん

令和６年度フロンティアカップドッジボール大会◆

（12/8） 
下学年の部　第3位　飯田川ジュニア

◆令和６年度男鹿潟上南秋学校保健会健康生活推進顕彰児童 
6年　〇〇　〇〇さん　6年　〇〇　〇〇さん 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆登下校、交通安全に気をつけましょう◆  
　雪も降り始め、車がスリップしたり、小路から突然飛び出してくることがあります。特に下校時は、
暗くなるのも早くなりましたので、寄り道せず周りをよく見て帰りましょう。                 

 ★心温まるエピソード★  
①学校の「池」にたくさんの落ち葉が入り、私が６年生と二人で
掃除をしていると、それを見ていた２年生や３年生などたくさん
の子どもたちが、お手伝いにきてくれました。「あ。池の周りに枯
れ葉がたくさんあるから、池に落ちるんだね。だったら、落ち葉
を拾おう！」と進んで枯れ草を集める子も出てきました。校務員
さんから「ありがとう、助かるなあ。」と言われ、ますます張り切
る子どもたち。「面倒くさい」という子どももいますが、面倒くさ
いことを面倒くさがらずに実行できる子どもって素敵です。大人
でも「面倒くさい」と思うことがありますが、気持ちを切り替え
て、メジャーリーガーの大谷選手のように「人のやらないような
ことを進んでやって『運』をつける」という考えをもって生活す
ることも楽しいですね。前向きな考え方は、今後の生活に大きく

 影響してきます。
 
②「挨拶についてなにか学校でありましたか。」先日、いつも登下
校の見守りをしている方から、尋ねられました。私からは、先生
方には学級での挨拶の指導をお願いしている旨を伝えると、「最近
子どもたちからの挨拶が多くて、すごいなあとびっくりしていま
す。特に高学年が多くて、こちらが挨拶できないときもあります
よ。」とのこと。地域にも挨拶の輪が広がっていることをうれしく
思います。※校内でも、進んで挨拶する子どもが増加しています。

 各学級の挨拶に関する取組の成果だと感じています。
 

 ③学校報でもお知らせしていますが、地域の方が学校内で授業に入られることが多々あります。
そうした際に、子どもたちが元気に挨拶してくれたり、話してくれたりすることが一番うれし　

 いという方がたくさんいました。笑顔での挨拶は、心も体も元気にしてくれますね。
 
★2024年、毎年思いますがあっという間だったなあと。学習面、生活面での問題 

 　解決を通して、子どもたちの心は確実に成長しています。近くにいると気付かな
　いことも多いのですが…。４月からのお子さんの成長を、この機会に振り返ってみてはいかが

 　でしょうか

 秋田弁って、おもしろいなあ…… 

　私が帰宅すると、家族が「秋田弁面白かった」と。何のことか詳しく聞くと、ある番組で秋田弁が取り上
げられていたとのこと。確かに今はあまり使わなくなったことばもありますが、その土地独特の言い回しが
面白いなあと思いました。みなさん、秋田弁、言えますか？ 

　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　【秋田弁だと…】 
  

「ない 「ね」 

「ないじゃん 「ねね」 

「寝ないじゃん 「ねねね」 

「寝なきゃ」 「ねねば」 

「寝れないじゃん 「ねれねね」 

「寝なきゃいけないじゃん」 「ねねばねね」 

「寝なきゃいけないのに、寝れないじゃん」 「ねねばねえのに　ねれねね」 
    　
 
 ※「ら」ぬき表現あり


